
本経済の再出発につなげるべく、全力で職責を
果たす決意だ」と意気込みを示した。今期の
スローガンには「変革と価値共創による日本経
済の再出発」を掲げ、今後３年間の活動にお
ける重点課題として①成長型経済の実現に向
けた環境整備②変革
と価値共創による中
小企業・小規模事業
者の「稼ぐ力」の強
化③地域の稼ぐ力の
向上による地域経済
好循環の推進―の
３点を示した。

臨時会員総会　小林会頭を再任

要望「高市内閣に望む」

日本経済「再出発」へ

「強い経済成長」実現へ賃上げ環境整備など求める

日本商工会議所は11月20日、臨時会員総会
などを都内で開催し、第33期役員（任期＝
2028年10月31日まで）などを選出した。会頭
には、東京商工会議所の小林健会頭（三菱商
事相談役）を再任した。臨時会員総会には、全
国から会頭・副会頭ら約700人が出席。議事で
は、小林会頭のほか、副会頭、監事を選任した。
また、臨時会員総会に先立って開催された常
議員会・議員総会では、常議員らを選任した。
２期目を迎える小林会頭は所信の中で、「成
長型経済への転換を確固たるものとするため
には、今後も絶えず『変革』に挑み続けること
が不可欠」と述べるとともに、「地域、ひいては日

日本商工会議所は11月17日、要望書「高市
内閣に望む」を取りまとめた。同日、日商の小
林健会頭は、日本経済団体連合会の筒井義信
会長、経済同友会の岩井睦雄代表幹事代行と
共に高市早苗首相を訪問し、各団体の要望書
を手渡した。
日商の小林会頭は、高市首相との会談で、「強
い経済成長には二つある」と述べ、「国内投資
の拡大」と「個人消費の増加」を挙げるとともに、
中小企業の賃上げと成長投資の重要性を強調。
新政権に対し、中小企業の自己変革に向けた
商工会議所との協働と賃上げ環境整備を両輪
で進める必要性を主張した。
要望では、わが国経済が、米国関税措置に

よる不確実性の高まりなどを背景に、成長型
経済への転換に向けた正念場を迎えていると
の認識を示すとともに、中小企業がコストプッ

シュ型インフレをはじめ数多くの課題に直面し
ており、厳しい経営環境に置かれている現状
を指摘。成長型経済へと移行し地域経済の好
循環を実現するには、将来を見通したマクロ
経済政策の推進や中小企業の「稼ぐ力」の強
化、地域経済活性化に向けた政策の立案・実
行が不可欠と主張している。具体的には、①
賃上げ、成長投資の原資を確保するための付
加価値創出・拡大②
地方への投資拡大と
消費活性化による地
域経済の好循環の実
現③国民・企業を支
える社会基盤の整備
④大規模自然災害か
らの復興・再生―
４本柱を提示した。
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所信を表明する小林会頭

高市首相（右から２人目）に要望書を手渡す
小林会頭（右端）ら

515 126万会員
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日本商工会議所発行の旬刊紙・月刊誌のご案内

日本商工会議所発行の月刊ビジネス情報
誌。経営や地域活性化のヒントになる好
事例を紹介する特集や各界で活躍する著
名人の素顔に触れる「あの人を訪ねたい」
など、厳選の企画・連載が目白押しです。

日本商工会議所が月３回発行する
新聞。日商や全国各地の商工会
議所の政策提言や事業活動をはじ
め、ビジネスに役立つ情報が満載
です。

月３回発行（１日、11日、21日）
１部187円  年間購読料4,400円（送料・税込）

毎月10日発行
１部605円  年間購読料5,700円（送料・税込）

日本商工会議所の
ビジネス情報誌

地域・中小企業を元気にする

お問い合わせ先

商工会議所は、地域の商工業者の応援団です。

購読申し込み、
広告出稿のご案内
はこちら

購読申し込み、
広告出稿のご案内
はこちら

地域・中小企業を元気にする

リーダーの横顔

塩谷 雄一
高岡商工会議所 会頭 
塩谷建設株式会社 取締役会長

こうしてヒット商品は生まれた！

生ノースマン
千秋庵製菓

特集2

中高年労働者の
事故を防ぐ
「安全体力®」とは

あの人を訪ねたい

松丸 奨
管理栄養士・栄養教諭

特集1

〝もうかる農林水産業〟を
 グッと後押し企業
〝もうかる農林水産業〟を
 グッと後押し企業

令和６年12月10日発行（毎月１回10日発行）第44巻
第９号　通巻535号　昭和55年８月20日第三種郵便物認可

令和７年１月10日発行（毎月１回10日発行）第44巻
第10号　通巻536号　昭和55年８月20日第三種郵便物認可

リーダーの横顔

神野 吾郎
豊橋商工会議所 会頭 
株式会社サーラコーポレーション 代表取締役社長兼グループ代表・CEO

こうしてヒット商品は生まれた！

竹島水族館
 

特集2

2025年、
日本経済は
激変するのか

あの人を訪ねたい

パトリック ユウ
スポーツMC・スタジアムDJ

地域・中小企業を元気にする
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貿易大臣、ミラン・バシナ大統領府長官らと
会談したほか、ビジネス・投資開発庁（チェ
コインベスト）、チェコ商業会議所（CCC）な
ど現地産業界との経済対話を実施。また、今
年６月に開所し
たTOPPANの
チェコ工場を訪
問し、欧州の厳
しい規制をクリ
アする食品包材
の生産現場を
視察した。

2025年12月発行

訪ドイツ・ポーランド・チェコ経済ミッション

中小の貿易・投資促進へ各国閣僚らと意見交換
日本・東京商工会議所は10月26日から11月

２日まで、小林健会頭を団長とする経済ミッ
ションをドイツ、ポーランド、チェコに派遣し
た。ミッションには日商の小林会頭をはじめ、
上野孝副会頭（横浜・会頭）、広瀬道明特別顧
問、大島代次郎特別顧問、倉石誠司特別顧問（い
ずれも東商副会頭）など総勢28人が参加した。
現地では、中小企業を含めた民間企業の貿
易・投資促進に向け、ドイツのフロリアン・ハー
ン外務省国務大臣やミハエル・マイスター連
邦首相府国務大臣をはじめ、各国の閣僚らを
表敬訪問したほか、現地経済団体との経済対
話や覚書（MOU）の締結などを行った。
ドイツではハーン国務大臣やマイスター国
務大臣を表敬訪問したほか、ドイツ商工会議
所（DIHK）と経済対話を実施。ポーランドでは、
ダリウシュ・クリムチャクインフラ大臣、ボイ
チェフ・ブロフナエネルギー省副大臣らと会談
したほか、ポーランド商業会議所（KIG）と民
間経営者連盟「レビアタン」を訪問した。
チェコでは、ルカーシュ・ブルチェク産業 閣僚らと活発な意見交換を実施

各国商工会議所とMOUを締結


